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人
が
輝
き
、
ま
ち
が
輝
く

　元
気
都
市
を
目
指
し
て

　３
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、

白
川
市
長
は
、
市
政
運
営
に
つ

い
て
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　国
は
、
一
括
交
付
金
の
創
設
、

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
や

総
合
特
区
制
度
の
創
設
な
ど
を

進
め
て
行
政
刷
新
を
図
り
、
地

域
主
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、

自
立
で
き
る
自
治
体
の
確
立
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
あ
っ
て
、
将
来
に
わ
た

っ
て
輝
き
続
け
る
た
め
に
、
本

市
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ソ
フ
ト
面
で
は
、
隣
近
所
や

自
治
会
、
地
域
内
外
を
問
わ
ず

人
と
人
の
絆
や
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
さ
ら
な
る
市
民
相
互
の

一
体
感
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
今
後
５０
年
を

見
据
え
た
本
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
再
構
築
と
も
い
え
る

公
共
施
設
等
の
整
備
に
向
け
、

具
体
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
豊
か
で
活
力
あ

る
生
活
空
間
と
持
続
可
能
な
都

市
の
創
造
を
目
指
し
、
西
讃
の

拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能

の
充
実
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　新
年
度
に
お
い
て
は
、
二
つ

の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
市

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　第
一
は
「
人
が
輝
き
、
ま

ち
が
輝
く
元
気
都
市
」
の
創

造
で
す
。

　「
ひ
と
」
が
お
互
い
に
支
え
合

い
、
元
気
で
輝
け
ば
、
ま
ち
に

も
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
市
民

の
だ
れ
も
が
元
気
で
明
る
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。　昨

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
本

市
の
人
口
は
、
速
報
値
で
は
、

６
万
２
、
６
８
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
本
格
的
な
少
子
高
齢
時

代
を
迎
え
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
様
々
な
施

策
を
講
じ
定
住
人
口
の
拡
大
施

策
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る
だ
れ

も
が
「
住
み
た
い
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
地
域

活
動
に
取
り
組
む
各
種
団
体
を

支
援
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
の

土
台
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　私
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

額
に
汗
し
て
、
活
力
あ
る
元
気

都
市
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　第
二
は
「
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
」
の
実
現
で
あ

り
ま
す
。

　２
月
に
は
、
二
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
大
地
震
が
発
生
し
、
多

く
の
生
命
と
財
産
が
失
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
市
で
も
近
い
将
来
に
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る

自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
い
き
い
き
と
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
は
だ

れ
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
の
政
治
理
念
で
も
あ
り

ま
す
「
や
さ
し
さ
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
若
い
人
た
ち
が
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
、
そ

し
て
高
齢
者
を
は
じ
め
み
ん
な

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
力

強
く
推
進
い
た
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の

　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
に

は
、
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
民
団
体
等
活

動
促
進
事
業
を
新
た
に
創
設
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

重
点
施
策

施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
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　ま
た
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
方
々
が

知
恵
を
絞
り
、
力
を
結
集
し
、

参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
世
代
間
の

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
昔
か
ら
培
わ

れ
て
き
た
地
域
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　昨
年
３
月
に
策
定
し
た
交
流

定
住
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
交

流
人
口
お
よ
び
定
住
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
１
月
よ
り
、

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
市
へ
の
移
住
促

進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
Ｉ
タ

ー
ン
者
の
住
宅
取
得
に
対
す
る

奨
励
金
制
度
を
創
設
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
全
国
か
ら
移

住
体
験
の
参
加
希
望
者
を
募
り
、

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業

や
秋
祭
り
な
ど
の
体
験
を
通
し

て
、
移
住
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　香
川
県
と
伊
吹
漁
業
協
同
組

合
の
連
携
に
よ
り
「
伊
吹
い
り

こ
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
す
べ

く
推
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
発
案
か

ら
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

「
い
り
こ
」
を
使
っ
た
ま
ち
お

こ
し
を
支
援
し
、
本
市
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　次
に
、
昨
年
１０
月
に
発
行
し

た
元
気
地
域
商
品
券
は
、
本
年

も
継
続
し
て
実
施
し
、
地
元
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　移
転
統
合
す
る
保
育
所
、
幼

稚
園
、
小
学
校
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
そ
れ
ら
の
基

本
設
計
に
入
っ
て
お
り
、
地
元

関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
は

じ
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
開
園
、
開

校
が
図
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
新
庁

舎
と
市
民
会
館
の
整
備
は
、
本

市
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。

　よ
り
よ
い
施
設
と
な
る
よ
う

利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
賜

り
つ
つ
、
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
ま
す
。
良
好
な
市
街
地

を
形
成
す
べ
く
、
全
力
で
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
ず
、
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
全
額
を

公
費
負
担
し
、
女
性
の
健
康
保

持
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
伊
吹
地
域
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
る
た
め
、

介
護
事
業
者
へ
の
交
通
費
の
補

助
を
行
い
ま
す
。
島
で
生
活
さ

れ
る
方
が
、
訪
問
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環

境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
に
、
障
害
者
計
画
と
合
わ

せ
て
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

だ
れ
も
が
自
立
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　
　ま
た
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
の
教
室
等
の
空
調
施
設

は
、
こ
の
夏
ま
で
に
整
備
を
完

了
し
、
子
ど
も
た
ち
に
快
適
な

学
習
環
境
や
保
育
環
境
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　全
面
改
築
を
進
め
て
お
り
ま

す
中
部
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
か
ら
真
新
し
い
校
舎
や

体
育
館
で
、
快
適
な
学
校
生
活

が
送
れ
る
こ
と
と
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
残
り
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
中
に
す
べ
て

が
完
了
で
き
る
よ
う
、
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　ま
ず
、
適
正
な
土
地
利
用
を

目
指
し
、
正
確
な
土
地
筆
界
を

把
握
す
る
た
め
、
旧
観
音
寺
市

域
の
地
籍
調
査
を
開
始
い
た
し

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

な
く
し
て
は
進
め
ら
れ
な
い
事

業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
関
係
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

な
学
習
環
境
の
確
保
を
目
指
し

て
、
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
小
・
中
学
校
施
設
の
耐

震
化
は
、
平
成
２３
年
度
に
す
べ

て
完
了
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　次
に
、
緊
急
時
に
避
難
等
に

関
す
る
的
確
な
情
報
を
い
ち
早

く
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
を

市
全
域
に
整
備
す
る
た
め
の
基

本
設
計
に
取
り
か
か
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
観
音
寺
市
耐
震
改
修

計
画
に
基
づ
き
、
民
間
住
宅
の

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
対
す

る
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に

補
助
制
度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
平
成
２３
年
６
月
よ

り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
お
い
て

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
火
災
の
早
期
発

見
と
死
亡
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
７５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
お
住
ま
い
に
限
り
ま
す

が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
１

台
無
料
で
設
置
し
、
普
及
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
配
水
管
の
改
良
を
進
め
つ
つ
、

主
要
管
路
の
耐
震
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
浄
水

場
の
耐
震
化
と
浄
水
設
備
の
更

新
、
そ
し
て
、
配
水
管
の
連
結

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
化
、
配

水
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
進
め
、

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
確

保
い
た
し
ま
す
。

　下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
は
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
市
民
の

皆
様
に
対
し
て
そ
の
効
果
を
還

元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
家

庭
ご
み
の
適
正
処
理
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び　私

は
、
本
市
発
展
と
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
、
市
政
運

営
に
対
し
、
全
身
全
霊
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
本
市

の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
市

民
と
一
体
と
な
っ
て
力
強
く
ま

ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
施
政
に
対
す
る
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
約
）

だ
れ
に
も
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り



⑴
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　体
制
・
制
度
の
確
立

広
報

市
政
モ
ニ
タ
ー

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
の
充
実

自
治
会
活
動
支
援

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

市
民
団
体
等
活
動
促
進

⑶
人
権
対
策
・

　
　
　男
女
共
同
参
画
の
推
進

人
権
啓
発
指
導
員
設
置

認
め
合
う
人
権
推
進

人
権
教
育
推
進

補
習
学
習
指
導

同
和
対
策
各
種
団
体
育
成
助
成

人
権
啓
発
活
動
委
託

男
女
共
同
参
画
推
進

⑴
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

地
籍
調
査

⑵
市
街
地
の
整
備

商
店
街
等
活
性
化
促
進

⑶
山
村
地
域
の
振
興

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

林
道
・
治
山
整
備

⑷
離
島
地
域
の
振
興

船
舶
等
維
持
管
理

高
等
学
校
通
学
航
路
費
補
助

伊
吹
地
域
漁
港
整
備
事
業
（
特
定
）

伊
吹
漁
港
改
良

⑸
道
路
・
交
通
網
の
整
備	

県
営
公
共
事
業(

道
路)

県
営
公
共
事
業(

街
路)

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
道

路
改
築
（
市
道
出
晴
立
野
線
他
３
線
）

県
単
道
路
改
築

市
道
改
築

橋
り
ょ
う
補
修
・
更
新

エ
コ
・
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド

の
り
あ
い
バ
ス
運
行

室
本
港
港
湾
改
修

⑹
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備

基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
管
理

⑺
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付
取
付

耐
震
改
修
対
策
支
援
補
助

地
域
防
災
推
進

消
防
ポ
ン
プ
車
整
備

⑻
生
活
安
全
対
策
の
充
実

交
通
安
全
対
策

地
域
防
犯
推
進

児
童
生
徒
等
安
全
対
策

地
方
消
費
者
行
政
活
性
化

⑼
住
宅
対
策
の
充
実

市
営
住
宅
環
境
整
備

地
域
住
宅
支
援

公
営
住
宅
維
持
管
理

市
営
住
宅
明
け
渡
し
請
求
訴
訟

⑴
地
域
福
祉
の
推
進

民
生
委
員
活
動

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助

⑵
保
健
・
医
療
活
動
の
充
実

特
定
健
康
診
査
等

が
ん
検
診

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

一
日
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

予
防
接
種(

子
宮
頸
が
ん
等)

結
核
予
防

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
負
担
金

産
科
医
等
確
保
支
援

救
急
勤
務
医
支
援

医
療
費
（
国
民
健
康
保
険
伊
吹
診
療
所
）

食
生
活
改
善
推
進

⑶
児
童
福
祉
・

　
　
　
　子
育
て
支
援
の
充
実

観
音
寺
地
区
統
合
保
育
所
建
設

延
長
保
育
促
進

地
域
子
育
て
支
援
（
法
人
保
育
所
）

保
育
所
地
域
活
動

保
育
所
運
営

認
可
外
保
育
支
援

放
課
後
児
童
健
全
育
成

放
課
後
子
ど
も
教
室

妊
婦
及
び
乳
児
健
康
診
査

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

子
ど
も
手
当
・
児
童
手
当
支
給

子
ど
も
医
療
費
助
成

家
庭
児
童
相
談
室
運
営
等

母
子
等
医
療
費
助
成

⑷
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
計
画
等
策
定

離
島
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
促
進

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

地
域
サ
ロ
ン
活
動
支
援

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
等

配
食
サ
ー
ビ
ス

地
域
自
立
生
活
支
援

老
人
ク
ラ
ブ
等
活
動
促
進

高
齢
者
労
働
能
力
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴

⑸
障
害
者
福
祉
の
推
進	

障
害
福
祉
計
画
策
定

障
害
者
自
立
支
援
給
付

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化

相
談
支
援

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

日
常
生
活
用
具
給
付
等

移
動
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
活
用

（
障
害
者
雇
用
・
就
労
能
力
開
発
）

障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策

自
立
支
援
医
療
費
支
給

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

⑹
社
会
保
障
等
の
充
実

面
接
相
談
体
制
整
備
強
化

生
活
保
護
扶
助

国
民
健
康
保
険

　
　一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

国
民
健
康
保
険
後
期
高
齢
者
支
援

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

１
市
民
み
ん
な
で
取 

り
組
む

　
「
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

２
安
全
・
安
心
で

　｢

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

３
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　

｢

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り　

4
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⑴
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と

　
　
　
　
　学
習
機
会
の
拡
充

か
ん
お
ん
じ
市
民
大
学

女
性
大
学

市
民
講
座

市
民
文
化
祭

地
区
公
民
館
生
涯
学
習

家
庭
教
育
支
援

子
ど
も
体
験
活
動

図
書
購
入

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

⑵
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

幼
稚
園
預
か
り
保
育

外
国
語
指
導
助
手
設
置

伊
吹
小
学
校
教
育
環
境
充
実

中
学
校
講
師
派
遣

学
校
教
材
等
整
備

児
童
洋
上
学
習

教
育
相
談

不
登
校
対
策
教
育
支
援

特
別
支
援
教
育
支
援
員
設
置

中
学
生
海
外
派
遣

観
音
寺
地
区
統
合
小
学
校
建
設

北
部
地
区
幼
稚
園
建
設

中
部
中
学
校
改
築

学
校
等
再
編

⑶
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
推
進

少
年
問
題
相
談

地
区
青
少
年
育
成
活
動

青
少
年
健
全
育
成
推
進

⑷
地
域
文
化
の
継
承
と

　
　
　文
化
芸
術
活
動
の
推
進

埋
蔵
文
化
財
保
存
整
備

指
定
文
化
財
保
存

芸
術
文
化
展
開
催

市
民
音
楽
祭
開
催

市
民
会
館
費
（
基
本
設
計
等
）

⑸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

健
康
つ
く
り
推
進

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
　
　
　選
手
権
大
会
開
催

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

運
動
公
園
維
持
管
理

市
体
育
協
会
補
助

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
育
成

体
育
指
導
委
員
会
研
修
補
助

⑹
国
際
交
流
・

　
　地
域
間
交
流
活
動
の
推
進

国
際
交
流

姉
妹
都
市
交
流

⑴
環
境
保
全
活
動
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　景
観
形
成

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　設
置
整
備

環
境
公
害
測
定

河
川
維
持
管
理

⑵
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

ふ
る
さ
と
緑
化
推
進

琴
弾
公
園
等
施
設
管
理

都
市
公
園
等
維
持
管
理

一
の
宮
公
園
維
持
管
理

萩
の
丘
公
園
等
維
持
管
理

⑶
上
・
下
水
道
の
整
備	

配
水
ブ
ロ
ッ
ク
化

田
野
々
浄
水
場
整
備

老
朽
配
水
管
改
良

水
道
施
設
耐
震
化
（
水
管
橋
耐
震
化
）

水
道
施
設
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
化

茂
木
浄
水
場
監
視
制
御
設
備
改
築

渇
水
対
策

公
共
下
水
道

農
業
集
落
排
水
施
設
管
理

浄
化
槽
設
置
整
備

⑷
ご
み
・
し
尿
処
理
の
充
実

ご
み
減
量
化
対
策

分
別
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

一
般
廃
棄
物
処
理
委
託

し
尿
処
理
施
設
維
持
管
理

三
観
衛
生
組
合
負
担
金

⑸
墓
地
・
斎
場
の
整
備

斎
場
維
持
管
理

墓
地
整
備

墓
地
公
園
整
備

⑴
農
林
業
の
振
興

県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

　
　
　
　

   

（
西
讃
南
部
地
区
）

県
営
湛
水
防
除

　
　
　
　（
高
屋
・
八
幡
地
区
）

県
営
農
村
災
害
対
策
整
備

　
　
　
　
　
　
　（
豊
浜
地
区
）

県
営
た
め
池
等
整
備

県
営
地
域
た
め
池
総
合
整
備

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
（
粟
井
・
花
稲
野
田
地
区
）

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

育
成
す
べ
き
農
業
者
農
地
集
積
支
援

園
芸
か
が
わ
産
地
構
造
改
革
総
合
対
策

有
機
農
産
物
生
産
振
興
対
策

米
政
策
改
革
支
援

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

分
収
林
管
理

畜
産
共
進
会

⑵
水
産
業
の
振
興

水
産
振
興
総
合
対
策

　
　
　
　
　 

（
稚
魚
の
放
流
）

漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給

漁
業
者
緊
急
支
援
資
金
利
子
補
給

水
産
振
興
融
資

有
害
生
物
等
除
去

漁
場
環
境
保
全

⑶
商
工
業
の
振
興

元
気
地
域
商
品
券
等
発
行
補
助

中
小
企
業
融
資
預
託

小
売
商
業
近
代
化
資
金
融
資
預
託

商
工
組
合
中
央
金
庫
貸
付

商
工
会
議
所
・
商
工
会
補
助

農
村
地
域
工
業
等
導
入

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

⑷
観
光
の
振
興

観
光
宣
伝

観
光
協
会
育
成

道
の
駅
運
営
管
理

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
推
進

交
流
定
住
促
進

⑸
雇
用
対
策
と

　
　
　
　勤
労
者
福
祉
の
充
実

職
業
安
定
協
会
補
助

勤
労
者
等
住
宅
建
設
資
金
融
資
預
託

四
国
労
働
金
庫
貸
付

⑴
行
政
改
革
の
推
進

職
員
研
修

行
政
改
革
推
進

行
政
評
価
実
施

緊
急
雇
用
創
出
基
金
活
用

　

   

（
市
有
施
設
現
況
調
査
等
）

住
居
表
示
整
備

庁
舎
改
築
整
備
基
金
積
立

新
庁
舎
建
設
推
進

総
合
振
興
計
画
策
定
・
進
行
管
理

⑵
財
政
運
営
の
効
率
化

固
定
資
産
評
価
替
え

地
方
税
電
子
化

水
道
料
金
コ
ン
ビ
ニ
収
納

収
納
率
向
上
特
別
対
策

⑶
広
域
行
政
の
推
進

四
国
中
央
地
域
連
携
交
流

定
住
自
立
圏
形
成

４
人
と
文
化
が
輝
く

　
｢

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

５
海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

　

｢

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

６
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　｢

い
き
い
き
産
業
の

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り
」

計
画
推
進
の
た
め
に
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地上デジタル放送簡易チューナー１台を無償給付します
　経済的な理由で地上デジタル放送の対応が困難な世帯に対して、簡易な地デジチューナーの無
償給付等の支援を行っています。詳しい支援内容は下記へ問い合わせてください。
支援内容
　　　○市民税非課税世帯の人

　　簡易なチューナー１台を無償で給付します。
　　設置方法や操作方法を電話でサポートします。
○ＮＨＫ受信料全額免除世帯の人

　　簡易なチューナー１台を無償で給付します。
　　自宅に訪問し、設置・操作説明をします。
　　アンテナ工事などが必要な場合は無償工事をします。
　　　　　　　　問い合わせ先　総務省地デジチューナー支援実施センター
　　　　　　　　　　　　　　　☎０５７０−０２３７２４
　　　　　　　　　　　　　　　☎０４３−３３２−２５２５
　　　　　　　　　　　 　　ＦＡＸ０４３−３０２−０２８４
　　　　　　　　　　　　　ホームページ http://www.chidejishien.jp

　３
月
１１
日（
金
）東
北
・
関
東
地
方
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
、
今
も
な
お
避
難
所
で
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
本
庁
・

支
所
・
公
民
館
・
図
書
館
等
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
注
意

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
家
族
で
話
し
合
い
、
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

避
難
場
所
の
確
認

　１
月
に
配
布
し
た
観
音
寺
市
く
ら
し
の
ガ

　イ
ド
ブ
ッ
ク
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
避
難
場
所
一
覧
表
で
確

　認
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
対
策

　家
具
の
上
に
壊
れ
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

　し
、
家
具
を
固
定
す
る
。
出
入
り
口
付
近
や
ロ
ー
カ
に
物
を

　置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

非
常
時
持
ち
出
し
品
の
準
備
と
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

地
震
か
ら
身
を
守
る

　
　
　
　
　
10
カ
条

①
身
の
安
全
を
確
保
す
る

②
す
ば
や
く
冷
静
に

　
　
　
　火
の
始
末
を
す
る

③
ド
ア
や
窓
を
開
け
て

　
　
　逃
げ
道
を
確
保
す
る

④
火
が
出
た
ら

　
　
　
　ま
ず
消
火
を
す
る

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は

　あ
わ
て
ず
落
下
物
に
注
意

⑥
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、

　が
け
な
ど
に
近
寄
ら
な
い

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、

　
　
　
　津
波
に
注
意
す
る

⑧
避
難
は
徒
歩
で

　
　荷
物
は
最
小
限
に
す
る

⑨
協
力
し
合
っ
て

　
　
　
　応
急
救
護
を
す
る

⑩
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

　
　
　正
し
い
情
報
を
聞
く

非常時持ち出し品リスト

災
害
に
備
え
て

申し込み期限　７月２４日（日）まで
　　　　　　　（当日消印有効）
注　　　　意　支援は、平成２３年度予算
　　　　　　　の成立が前提です。
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決
定
し
ま
し
た

決
定
し
ま
し
た

統
合
小
学
校
の
校
名

　観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺
東
小
学
校
の
統
合
新

校
の
校
名
が「
観
音
寺
市
立
観
音
寺
小
学
校
」に
決
ま

り
ま
し
た
。

　統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や

保
護
者
、
児
童
か
ら
募
集
し
た
校
名
案
を
基
に
検
討

協
議
を
重
ね
て
、
３
つ
の
校
名
候
補
を
教
育
委
員
会

に
報
告
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ら
の

３
つ
の
校
名
案
を
尊
重
し
な
が
ら
審
議
の
結
果
、
決

定
し
ま
し
た
。

観音寺市立
観音寺小学校

校
名
案
ベ
ス
ト
10

１
位 

観
音
寺

　
　
　６
位 

銭
形

２
位 

中
央

　
　
　
　７
位 

な
か
よ
し

３
位 

南
東

　
　
　
　８
位 

第
一

４
位 

琴
弾

　
　
　
　９
位 

南

５
位 

東
南

　
　
　
　１０
位 

有
明
・
元
気

応
募
総
数
７
１
５
件

校
名
案
数
９
４
案

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
観
音
寺
市
立
観
音
寺
小
学
校
」
は
、

平
成
２６
年
４
月
１
日
に
開
校
予
定
で
す
。

　教
育
総
務
課

　
　☎

２３

−

３
９
３
７

4月1日から市の組織が変わります
課　・　係　名 電話番号

（新設）庁舎・市民会館建設に関すること

農林水産課

農林係

２３－３９３１畜産係

水産係

土地改良事業室事業係
２３－３９３２

地籍調査室

建設課

管理係

２３－３９３５土木係

用地係

課　・　係　名 電話番号

庁舎等整備課 施設整備係 ２３－３９５１

農林水産課

農林係

２３－３９３１畜産係

水産係

土地改良事業室事業係 ２３－３９３２

地籍調査課 地籍調査係 ２３－３９９１

建設課

管理係

２３－３９３５

土木係

○これまでの建設課用地係の業務は、建設課管理係で行います。

○庁舎等整備課は、本庁舎２階の商工観光課西側です。

○地籍調査課（変更前の農林水産課地籍調査室）は、中央公民館の２階へ移動しました。

変 更 前 変 更 後
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　４月から昭和町と坂本町、柞田町の一部が処理区

域になります。区域になった地域では、下水道法で

３年以内にくみ取り式トイレから水洗トイレに改造

することが義務づけられています。家庭雑排水や汚

れた水をそのまま川や海に流すと水質汚濁等の原因

にもなりますので、下水道への接続をお願いします。

　下水道は、私たちの健康で快適な生活を支える重

要な施設です。今後も下水道整備を推進していきま

すので、皆さんの理解と協力をお願いします。

坂本町４・５丁目坂本町１丁目 坂本町５丁目

昭和町１丁目 昭和町１丁目
柞田町下出

柞田町下出
柞田町下出

柞田町黒渕

下水道課　☎２５－６８９０

下水道の処理区域広がります
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種
類　胃

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

　ん
、
結
核
・
肺
が
ん

対
象　子

宮
が
ん
＝
２０
歳
以
上

　胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん

　＝
４０
歳
以
上

　結
核
＝
６５
歳
以
上

注
意　子

宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
２
年

に
一
度
の
検
診
で
す
。
平
成
２２

年
度
に
受
け
た
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
２３

−

３
９
６
４

春
の
が
ん
検
診
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
　が
ん
検
診

がん検診４月の日程表

受　付　日　時 種　　類 場　　　所

１１日（月）

　８：３０～１０：００ 胃 が ん

保健センター　８：３０～ ９：３０ 乳 が ん

１３：３０～１４：３０ 子 宮 が ん

１２日（火）
  ８：３０～１０：００ 胃 が ん

保健センター
　８：３０～  ９：３０ 乳 が ん

１３日（水）

  ８：３０～１０：００ 胃 が ん

保健センター ８：３０～ ９：３０ 乳 が ん

１３：３０～１４：３０ 子 宮 が ん

１４日（木）

   ８：３０～１０：００ 胃 が ん

保健センター　８：３０～　９：３０ 乳 が ん

１３：３０～１４：３０ 子 宮 が ん

１５日（金）

　８：３０～１０：００ 胃 が ん

保健センター　８：３０～　９：３０ 乳 が ん

１３：３０～１４：３０ 子 宮 が ん

２０日（水）

　９：３０～１１：３０

結核・肺がん

保健センター

１３：３０～１４：３０ 粟井公民館

１５：００～１５：３０ 奥谷自治会館

２１日（木）

　９：３０～１０：３０ 豊田公民館

１１：００～１１：４０ 新田金安神社

１３：３０～１５：００ 黒嶋神社

２２日（金）

　９：００～１０：００ 室本町新田出荷場

１０：３０～１１：３０ 室本港小公園前

１３：００～１４：３０ 室本公民館

２５日（月）
　９：３０～１１：３０

保健センター
１３：３０～１５：３０

２６日（火）

　９：３０～１０：３０ 黒渕山田神社

１１：００～１２：００ 中出自治会館

１３：３０～１４：３０ 楽陽荘

２７日（水）

　９：３０～１０：３０ 山田消防駐屯所前

１１：００～１１：４０ 油井自治会館

１３：００～１４：３０ 常磐コミュニティセンター

１５：００～１６：００ 出作町若宮神社

２８日（木）

　９：３０～１１：００ 保健センター

１３：００～１４：３０ 東公民館

 １５：００～１５：４０ 有明出荷組合八幡出荷場

名　　称 日　時 集合場所・時間 参　加　費 定 員 内　　　　　容

人情あふれる港町

来てつか！

観てつか！

食べてつか！

４月８日(金)

世界のコイン館

　９：５０集合

１０：００出発

１，０００円 １５人

　路地裏にある、小
こやしろ

社・小
こほこら

祠・地

神さんをガイドさんと巡ります。

　道中のかまぼこ工場を見学し、

港地区のご当地グルメ「サバのす

き焼き」をいただきます。

百年の味

梨づくり体験ツアー

４月１７日(日)

５月上旬

８月上旬

豊浜南部集会所

　８：４５集合

　９：００出発

２，０００円（３回分）

小学生以下は５００円
３０人

　ナシの産地・豊浜町でナシづく

りを体験。第１回目の今回は受粉

作業をし、５月には摘果、８月は

収穫をします。ナシのお土産もあ

ります。

かんおんじまち歩き
申し込み・問い合わせ先　商工観光課　☎２３－３９３３

参加者
募集

注意：事前受け付けが必要、定員になり次第締め切り

　　　４月１日（金）から受付開始
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市民講座 受講生募集平成23年度

　市民講座以外にも、俳句や短歌、絵手紙、手描友禅などの自主

グループが活動しています。

開 講 期 間 ５月１０日（火）～７月３０日（土）

対 象 市内在住の社会人、または市内に勤務する人

全講座とも初心者を優先、申し込み状況によって

市外の人も受け付けます。

受 講 料 １講座２，５００円（申し込み後の返却は不可）

注 意 申し込みが１０人未満の講座は、開設できません。

パンフレット 観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・各地区公民

館、市役所ロビー、中央図書館にあります。

受 付 期 間 ４月６日（水）～２２日（金）の午前９時～午後５時

（土・日、月曜日は除く）

ただし、６日（水）～８日（金）は午前９時～午後７時

注意：受付期間中でも、定員になり次第締め切ります。

受 付 場 所 観音寺市中央公民館（市民会館横）

注意：電話での申し込みはできません。

中央＝観音寺市中央公民館　共同＝共同福祉施設  婦人＝働く婦人の家

材＝材料費   テ ＝テキスト代   用＝用具代　

観音寺市中央公民館　☎２３－３９４４

初心者ダンベル体操

着物着付

皮革工芸

トールペインティング

アートフラワー

いきいきコーラス教室

初心者書道教室

押し花

くらしの作法

ちぎり絵

クラシック音楽

陶芸教室

油　絵

マジック教室

中国伝統呉式太極拳

かな書道

ジャズダンス

ピアノ教室

民　謡

篆刻（て んこく）

火曜日
１０：００～１１：３０
４０人
共同　軽運動室
吉田　由美子　先生

木曜日
１９：００～２１：００
２５人
婦人　第２・３講習室
小笠原　敏代　先生

土曜日
１４：００～１６：００
１５人
中央　実験実習室
石井　紀子　先生
　２，０００円（初心者）
　実費

火曜日
１９：００～２１：００
１５人
婦人　第１講習室
高橋　かをり　先生
　３，５００円（初心者）
　実費

火曜日
１３：００～１５：００
１５人
中央　第２講義室
矢野　孝江　先生
材実費

金曜日
１０：００～１２：００
２５人
共同　軽運動室
宝田　章江　先生
テ１，２００円

土曜日
１４：００～１６：００
２０人
中央　第２講義室
石川　義象　先生
材 テ２，３００円

水曜日
１３：３０～１５：３０
２０人
婦人　第１講習室
佐川　智子　先生
材実費

火曜日
１３：３０～１５：００
１５人
婦人　第１講習室
紫和　順子　先生
材１，０００円

金曜日
１３：３０～１６：００
２０人
婦人　第１講習室
鰆目　慶子　先生
材１，１００円

土曜日
１４：００～１６：００
４０人
婦人　第１講習室
桧山　浩介

（山口　勗）

水曜日
１９：００～２１：３０
１６人
中央　実験実習室
石川　久夫　先生
材３，０００円

火曜日
１９：００～２１：００
２５人
共同　展示ホール
福田　透　先生
     ３，０００円（初心者）　   
         ５００円（経験者）

金曜日
１９：３０～２１：００
２０人
中央　第１講義室
三野　優　先生
　３，０００円（初心者）  
　　　  実費（経験者）

土曜日
１９：００～２１：００
５０人
共同　軽運動室
近井　昭博　先生
テ４００円（初 心者）

水曜日
１９：００～２１：００
２０人
婦人　第１講習室
則包　豊舟　先生
５００円（初 心者）

火曜日
１９：３０～２１：００
２５人
共同　軽運動室
生駒　幸子　先生

隔週金曜日
１９：００～２１：００
１６人
共同　軽運動室
山本　悠祐　先生
テ実費

土曜日
１９：００～２１：００
３０人
婦人　第１講習室
阿部　桑佑　先生

第２・４木曜日
１３：００～１５：００
２５人
婦人　第１講習室
黒田　九華　先生
用 約10,000 円（初心者）

材

用
材

材

用
材 先生



11

男
女
共
同
参
画

ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
！

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ

　12

幸
せ
が
実
感
で
き
る
周
り
の
人
と
の
か
か
わ
り
方（
１
）

　み
ん
な
仲
間

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ

　13

幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
わ
り
の
人
と
の
か
か
わ
り
方（
２
）
わ
た
し
も
出
て
み
た
い

め
に
も
希
望
者
を
制
限
し
た
く

な
い
。
女
性
が
や
っ
て
い
け
な

い
と
い
う
決
ま
り
は
な
い
」
と
、

射
手
に
こ
の
女
の
子
を
選
び
４

０
０
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、

初
め
て
の
女
性
の
射
手
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

　大
き
な
盛
り
上
が
り
の
百
手

祭
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
矢

が
放
た
れ
た
瞬
間
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
女
性
射
手
実
現
に
か

か
わ
っ
た
人
た
ち
み
ん
な
が
達

成
感
を
味
わ
い
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
幸
せ
を
大
い
に
実
感
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　高
知
県
香
南
市
夜
須
町
の
夜

須
八
幡
宮
に
４
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
「
百
手
祭
」
と
い

う
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
百

手
祭
」
は
県
内
三
大
弓
行
事
の

一
つ
で
、
五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う穣
や
家
内
安

全
を
願
い
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
計
１
、
２
０
０
本
以
上
の
矢

を
射
ま
す
。

　２
０
０
２
年
に
は
、
４
０
０

年
以
上
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
、

女
性
の
射
手
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　女
性
の
参
加
が
実
現
し
た
き

っ
か
け
は
、
一
人
の
女
の
子
（
当

時
中
学
３
年
生
）
の
つ
ぶ
や
き

か
ら
で
し
た
。
女
の
子
は
、
百

手
祭
で
弓
を
引
く
父
親
の
姿
を

見
て
、
弓
道
に
興
味
を
持
ち
習

い
始
め
ま
し
た
。
練
習
を
続
け

る
な
か
で
「
わ
た
し
も
百
手
祭

に
出
て
み
た
い
」
と
弓
道
の
指

導
者
に
ぽ
つ
り
と
も
ら
し
ま
し

た
。　そ

の
小
さ
な
願
い
を
、
指
導

者
が
夜
須
八
幡
宮
の
総
代
さ
ん

に
伝
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
話

を
聞
い
た
宮
総
代
さ
ん
は
「
や

り
た
い
と
い
う
思
い
を
大
事
に

し
た
い
。
百
手
祭
を
次
代
へ
受

け
継
ぎ
、
盛
り
上
げ
て
い
く
た

おめでとう
　　　ございます

平成２２年度
　　人権作品優秀賞

一ノ谷小２年
曽根　愛由美さん

大野原中３年
秋山　ゆうこさん

　４
月
は
、
入
園
や
入
学
、
就

職
な
ど
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー

ト
す
る
季
節
で
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
変
化
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
生
活
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　例
え
ば
、
通
園
や
通
学
、
通

勤
が
始
ま
る
こ
と
で
、
起
床
時

刻
が
早
く
な
っ
た
り
、
お
弁
当

作
り
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る

な
ど
、
生
活
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
の
ひ
と
り
が
新
し
い
生
活
を

始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
族

全
員
が
新
し
い
生
活
を
始
め
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　そ
ん
な
忙
し
い
朝
に
、
家
事

を
だ
れ
か
ひ
と
り
に
任
せ
き
り

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
朝
は
、

だ
れ
も
が
忙
し
い
も
の
で
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

し
た
り
、
家
族
み
ん
な
で
役
割

を
決
め
て
協
力
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
家
事
の
大
変
さ
や
大
切

さ
が
分
か
り
、
理
解
し
合
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、

新
し
い
気
持
ち
の
ス
タ
ー
ト
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し

い
発
見
も
あ
る
も
の
で
す
。

　家
族
が
協
力
し
、
仲
良
く
一

日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
笑
顔
で

健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
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　常磐小学校６年生６９人が社会科の授業で模擬議会
を体験しました。市議会議場で議会の仕組みの説明
を聞いた後、各クラスごとに考えた議題に沿って議
事を進行。市内の全太鼓台集合イベントや市民会館
新設について提案説明や質疑応答、採決と、力強く
堂々と自分の考えを質問したり答弁したりしていま
した。

　中央図書館多目的ホールで平成２２年度教育功労賞
・教育奨励賞の表彰式が行われました。この賞は、
本市の教育振興に寄与した人や、学習活動、特別活
動、部活動などで活躍し他の模範となる児童・生徒
に贈られるもので、本年度は３８人が受賞。一人ずつ
に表彰状が贈られ、受賞した人たちは気持ちも新た
にしているようでした。

みんな活発に議論をしたよ 教育功労賞・教育奨励賞表彰式2
5

　第７回ちゃれんじキッズスクール里山体験が行わ
れ、１年から６年生までの３５人が約１時間かけて九
十九山の登山に挑戦しました。９人の里山ボランテ
ィアの指導の下、笹や枯れ草を踏みながら進む、や
ぶこぎを体験。友だちと協力し合ったりボランティ
アの助けを借りたりしながら苦しい山登りを体験し、
達成感を味わっていました。

　合唱や吹奏楽など１７団体が参加して、ことしも観
音寺市民音楽祭がにぎやかに開催されました。来場
者に楽しんでもらおうと、緊張しながらも心の込も
った歌声や演奏を披露。客席では、手拍子をする人
やほほ笑ましい演奏を笑顔で聞き入る姿などが見ら
れ、心地よい時間を過ごしていました。

がんばって九
つ く も

十九山に登ったよ 思い出に残るステージに

　観音寺東小学校で、金銭教育発表会が行われまし
た。「お金や物の大切さ」「働くことの意義や大変さ」

「人を大切にする気持ちや感謝」について親子で一緒
に考えました。自分たちで作ったお菓子を販売した
り中学校に入学する費用について考えたりするなど、
実感を伴った学習で多くのことを学びました。

東小学校で金銭教育発表会

5
2

18
2

2
4

13
2
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　多くの人に「伊吹いりこ」の良さを知ってもらい
家庭でも手軽にいりこ料理やいりこ酒を楽しんでも
らおうと「いりこ酒マイスター」の講習会がありま
した。２９人の参加者は、いりこの基礎知識を学んだ
後、いりこ酒の作り方を実習。調理室には、あぶっ
たいりこの香ばしいにおいが広がり、試飲や試食を
したり熱心にメモを取ったりしていました。

いりこの魅力再確認

　大野原会館で大野原芸能祭があり、大正琴や民謡、
詩吟、コーラスなど１２団体が日ごろの練習の成果を
発表しました。華やかな衣装に身を包み、真剣な表
情で演奏したり歌ったり。大正琴とコーラス、演舞
のコラボもありました。会場には家族や友人など多
くの人が応援に駆けつけ、出場者に温かい拍手を送
っていました。

笑顔あふれるまちづくり
　まちづくり交付金事業の中央七間橋線第１期部分
が竣工し、晴天の中、記念式典が行われました。併
設イベントで音楽ライブや屋台などもあり、住民が
主役となってこの日を盛り上げました。バリアフリ
ーの道路や憩いの場となる広場が整備され、広く市
民に親しまれる場になることと思います。

　多発する振り込め詐欺などの被害を防ごうと、豊
浜町の中之町自治会館で防犯教室があり、自治会員
や保育所園児など約１５０人が参加しました。ことし
警察犬になった「きな子」が登場すると参加者から
は大きな歓声。教室では「安全・安心まちづくり教
育隊」からの話や観音寺警察署員による「観音寺ぜ
にがた一座」の真に迫った振り込め詐欺の寸劇など
で、防犯を呼びかけていました。

警察犬「きな子」が来たよ

待望の新校舎と新体育館が完成3
1

　厳かな雰囲気の中、中部中学校の新校舎と新体育
館の引き渡し式が執り行われました。「これまでの伝
統や歴史を受け継ぎ、校舎も生徒も一番と言われる
よう勉学やスポーツに励みます」と生徒会長から力
強いあいさつ。白川市長らから建設に携わった人た
ちに感謝の言葉が述べられ、節目の日となりました。

　粟井保育所で、ひな祭りとお誕生会があり、１年
間お世話になったお散歩ボランティアの人たちを招
いて、一緒にお祝いしました。段飾りや子どもたち
５５人（２～５歳児）の手作りのひな人形が並べられ、
桃の節句にちなんだお話を聞いたり、歌を歌ったり。
おゆうぎ室には子どもたちの笑顔と元気な声が響い
ていました。　

みんなで楽しくひな祭り

2
19

3
3

3
1

1年間の練習の成果を発表2
27

2
26
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平成 22 年４月生まれ 満１歳の子どもを募集
　４月１日から４月28日まで７月生ま
れの子どもを募集し�ます。ただし�、応
募多数の場合は先着順になります。

高 橋 蓮
はず

妃
き

ちゃん

 　　

小田原悠
ゆう

祈
き

ちゃん

 　　

小 林 桜
お

詠
うた

ちゃん 白 川 彩
あや

世
せ

ちゃん

父 怜さん　　母 和子さん
（吉岡町）

両親からの
メッセージ

四姉妹の末っ子で、わ

が家の人気者。みんな

に愛される女の子に育

ってね♡

 
 

 

父 隆さん　　母 理江さん
（坂本町二丁目）

両親からの
メッセージ

Happy Birthday悠祈♪

私たちのところに生ま

れてきてくれてありが

とう♡

 
 

 

父 弘通さん　　母 綾子さん
（池之尻町）

両親からの
メッセージ

おうちゃん１歳おめで

とう♡素敵な１年をあ

りがとう。これからも

楽しく元気に遊ぼうね。

 
 

 

父  由高さん　　母  明子さん
（高屋町）

両親からの
メッセージ

彩世、１歳おめでとう。

みんな彩世のことが大

好きだよ。元気にすく

すく大きくなってね。

　

い
つ
ま
で
も
現
役
安
藤　
春
男
さ
ん

　
　
　
チ
ト
セ
さ
ん

　３
月
に
９３
歳
を
迎
え
た
安
藤

春
男
さ
ん
と
２
月
に
９１
歳
に
な

っ
た
妻
の
チ
ト
セ
さ
ん
は
、
夫

婦
で
自
転
車
店
を
営
ん
で
い
ま

す
。
昭
和
１６
年
に
創
業
し
、
こ

と
し
で
７０
年
、
二
人
三
脚
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。

　自
転
車
の
組
み
立
て
や
修
理
、

配
達
と
、
春
男
さ
ん
は
今
で
も

ほ
と
ん
ど
の
業
務
を
こ
な
し
ま

す
。
よ
く
働
き
、
毎
日
の
仕
事

は
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
の
競
輪
選
手
の
経

験
も
あ
り
、
も
と
も
と
自
転
車

が
好
き
な
の
だ
と
か
。
ま
た
、

お
店
に
は
長
年
の
お
得
意
さ
ん

も
訪
れ
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話

は
二
人
の
楽
し
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　働
き
者
の
春
男
さ
ん
を
支
え

て
い
る
の
は
、
チ
ト
セ
さ
ん
が

作
る
食
事
で
す
。
健
康
に
気
を

使
い
な
が
ら
、
特
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
多
く
取
る
よ
う
に
心
が
け
、

料
理
本
を
見
て
作
る
な
ど
勉
強

熱
心
で
す
。「
妻
の
お
か
げ
で
、

丈
夫
な
体
で
い
る
こ
と
が
で
き

幸
せ
」
と
話
し
、
夫
婦
が
仲
良

く
助
け
合
う
こ
と
が
一
番
の
健

康
の
秘
け
つ
の
よ
う
で
す
。

　明
る
い
性
格
の
春
男
さ
ん
は

今
で
も
車
の
運
転
を
し
、
買
い

物
や
配
達
、
近
く
に
住
む
家
族

の
所
な
ど
へ
毎
日
出
か
け
ま
す
。

ま
た
、
チ
ト
セ
さ
ん
は
毎
週
市

外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
出
か
け
、
色
々
な
と
こ
ろ
を

見
て
回
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
送
り
迎
え
は
春
男
さ

ん
。
約
束
の
時
間
が
来
る
と
迎

え
に
行
き
、
と
て
も
妻
思
い
で

す
。　桜

の
季
節
に
は
、
毎
年
近
隣

の
桜
の
名
所
へ
出
か
け
ま
す
。

こ
と
し
も
二
人
で
桜
を
見
に
行

く
の
が
楽
し
み
と
話
す
、
お
互

い
を
思
い
や
る
夫
婦
で
す
。

（
茂
西
町
二
丁
目
）
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カ レ ー ピ ラ フ
（ 炊 き 込 み 風 ）

　　　 （５～６人分）

　米３合（麦を１割入れる）　牛肉７０ｇ　エビ

５０ｇ　ベーコン３０ｇ　タマネギ２００ｇ　ニン

ジン６０ｇ　グリーンピース１５ｇ　バター１０g

　食塩小さじ１　カレー粉小さじ１　チキンコ

ンソメ小さじ１　白ワイン大さじ１と１/２

　水５６０cc（３合の水加減から、材料をいため

た後の煮汁分を差し引いた量が目安）

❶ニンジンは５～６ミリのサイコロに、タマ

ネギはみじん切りにする。

❷牛肉は一口大に、ベーコンは小さめの短冊

に切っておく。

❸鍋を熱しバター、ベーコン、牛肉、エビ、

野菜の順に入れていため、調味料を加える。

全体に味がなじんだら、洗って水加減して

おいた米の中に具を入れ、全体を混ぜて炊

き上げる。

材　料

作り方

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０

 

休みの日に子どもと一緒に
　　　料理を作ってみませんか

　料理作りは、調理の技術が身に付くだけでなく、

五感を養ったり、物事の段取りや手際のよさ、感謝

や思いやりの心を育んだり、環境について気付いた

りと、子どもたちがこれから生きていく力を養うた

めに、とてもよい機会です。

　今月は、観音寺幼稚園の親子料理教室で作った料

理の中から、人気のあったカレーピラフを紹介しま

す。春休みなどの長い休みに、子どもたちと一緒に

親子で料理作りに挑戦してみませんか。

み
ん
な
の
輪

観
音
寺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　体
育
館
に
元
気
な
声
を
響
か

せ
て
い
る
の
は
、
観
音
寺
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
子
ど
も

た
ち
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
男
女
約
３０
人
が
月
・
木
・

日
曜
日
の
週
３
回
、
観
音
寺
南

小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　積
極
的
で
元
気
な
子
が
多
い

の
が
こ
の
チ
ー
ム
の
特
徴
で
す
。

厳
し
く
も
優
し
い
コ
ー
チ
の
指

導
を
受
け
、
卒
業
す
る
こ
ろ
に

は
た
く
ま
し
さ
も
身
に
付
け
て

い
ま
す
。
入
団
し
て
初
め
て
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
経
験
す
る

子
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
上
級

生
や
コ
ー
チ
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
す
ぐ
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
が
大
好
き
に
な
り

ま
す
。

　男
女
に
分
か
れ
て
ア
ッ
プ
を

し
た
後
、
基
礎
練
習
や
ミ
ニ
ゲ

ー
ム
で
汗
を
流
し
ま
す
。
み
ん

な
真
剣
な
表
情
で
、
低
学
年
の

子
は
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
こ
と
が

と
て
も
楽
し
い
と
い
っ
た
様
子
。

自
宅
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
自
主

練
習
を
す
る
ほ
ど
熱
心
で
す
。

上
級
生
の
姿
を
見
て
、
技
術
だ

け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
や
練
習

後
の
片
付
け
な
ど
も
学
び
ま
す
。

入
団
す
る
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が

卒
業
ま
で
続
け
、
中
学
校
で
も

続
け
た
い
と
い
う
頼
も
し
い
声

も
聞
か
れ
ま
す
。

　チ
ー
ム
で
は
、
た
く
さ
ん
の

元
気
な
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
小
学
生
で
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
み
た
い

人
は
、
気
軽
に
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
コ

ー
チ
の
藤
原
さ
ん
（
☎
０
９
０

−

４
７
８
７

−

８
１
４
４
）
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▲できたかな？鶏肉のガーリック焼き

カ レ ー ピ ラ フ
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「
ふ
る
さ
と
の

　思
い
を
こ
め
て	

こ
の
１
票
」

　
　
　
　
　

　選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
者

を
選
び
、
私
た
ち
の
意
見
を
政

治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

機
会
で
す
。
積
極
的
に
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間

　午
前
７
時
～
午
後
８
時

　（
伊
吹
町
は
、
午
前
７
時
～

　午
後
７
時
）

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

　４
月
２
日
（
土
）
～
９
日
（
土
）

　土
・
日
曜
日
も
実
施

　
　
　

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

　観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
１
階

　展
示
ホ
ー
ル

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　本
市
へ
の
観
光
な
ど
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
策
、
実
際
に

住
み
続
け
る
定
住
対
策
の
あ
り

方
や
具
体
策
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
や
提
言
、
さ
ら
に
は
、
持

続
可
能
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
次
期
「
観
音
寺
市

交
流
定
住
促
進
会
議
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

本
市
に
住
所
を
有
し
、
無
償

で
会
議
に
出
席
で
き
る
２０
歳

以
上
の
人
（
市
議
会
議
員
お

よ
び
本
市
職
員
は
除
く
）

５
人
程
度

発
表
は
選
考
の
上
、
直
接
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

４
月
１
日
（
金
）
～
２０
日
（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
市
総
合
案
内
所
お
よ

び
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る

応
募
申
込
書
を
左
記
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
企

画
調
整
係

Ｆ
２３

−

３
９
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

k
ik

a
k

u
c
h

o
s
e
i@

c
ity

.

k
a

n
o

n
ji.lg

.jp

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
企
画
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　火
災
か
ら
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
無
償
で
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
で
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
、
７５
歳
以
上
の
人
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

１
世
帯
に
１
台

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
申

請
書
を
提
出

（
地
区
民
生
委
員
が
配
布
お

よ
び
回
収
を
す
る
予
定
）

企
画
課
危
機
管
理
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　引
き
続
き
希
望
す
る
人
も
、

申
請
が
必
要
で
す
。
交
付
枚
数

は
月
割
り
に
な
る
た
め
、
早
め

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
浴
券
利
用
可
能
施
設

　共
楽
湯
、
萩
の
湯

次
期
「
観
音
寺
市
交
流
定
住

促
進
会
議
委
員
」
の
募
集

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
人

年
間
４８
枚
（
月
４
枚
）

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）

入
浴
券
１
枚
に
つ
き
１
０
０

円
を
市
が
助
成

残
金
は
自
己
負
担

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
市
民
係

豊
浜
支
所
市
民
係

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
５
５

　

 

４
月
１
日
（
金
）
～
１３
日
（
水
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

４
月
２６
日
（
火
）

午
前
１０
時
か
ら
公
開
抽
選

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

中
堅
所
得
者
向
け
空
き
家
住

宅
も
併
せ
て
募
集

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
３
３

　住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人
に
、
補
助
を

し
ま
す
。

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
に
つ
き
５
万
円
（
上
限
２

キ
ロ
ワ
ッ
ト
１０
万
円
ま
で
）

自
ら
居
住
し
、
ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
市
内
の
住
宅

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

４
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　
　☎
２５

−

５
２
１
１

　検
定
期
間
（
８
年
）
が
満
了

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
換

え
ま
す
。
取
り
換
え
作
業
は
、

市
指
定
の
水
道
工
事
事
業
者
が

行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　作
業
中
（
約
２０
分
）
は
水
道

が
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　４
月
～
平
成
２４
年
１
月

　（
随
時
実
施
）

　無
料

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
を

　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

交
付
枚
数

市
営
住
宅

　
空
き
家
入
居
者
募
集

利
用
し
て
く
だ
さ
い

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
シ
ス
テ
ム
補
助
金

補
助
金
額

水
道
メ
ー
タ
ー
を

　
　
　
取
り
換
え
ま
す

香
川
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
４
月
10
日（
日
）
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き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
手

続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

承
認
期
間

　４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

　前
年
度
に
承
認
を
受
け
て
い

る
人
で
も
、
今
年
度
も
再
度
申

請
が
必
要
で
す
。
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
期
間
は

　年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
、
死
亡
等

の
「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す

る
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
で
す
。

　た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

承
認
期
間
の
保
険
料

　１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納

（
後
払
い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

　事
務
所

　☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

価
格
等
縦
覧
帳
簿

　土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
者
（
注
１
）
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
に
な
る
資
産
お
よ
び

市
内
の
類
似
す
る
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
な
ど
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
２２
年
中

に
新
・
増
築
し
た
家
屋
の
評
価

額
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
支
所
で
も
、
支
所
管
内
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
が
、
評
価
額

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁

税
務
課
で
対
応
し
ま
す
。

　４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
２
日

　（
月
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

　５
時
１５
分

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　税
務
課
、
各
支
所
市
民
係

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
な
ど
）

（
注
１
）
こ
こ
で
い
う
納
税
者

　は
、
非
課
税
や
免
税
点
未
満

の
固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）

だ
け
の
所
有
者
は
含
み
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

　４
月
１
日
か
ら
納
税
義
務
者

（
注
２
）
や
借
地
・
借
家
人
な
ど

が
閲
覧
で
き
ま
す
。

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
な
ど
）

借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の

権
利
関
係
が
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要

（
注
２
）
納
税
義
務
者
と
は
、

　固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、

　償
却
資
産
）
の
所
有
者
で
す
。

代
理
人
が
縦
覧
も
し
く
は
閲

覧
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
が
必
要

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　２０
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国

民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の

納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
在
学
中

の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
後
払
い
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学

校
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
教
育

施
設
に
在
学
し
、
学
生
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
人

申
請
手
続

　住
民
票
が
あ
る
市
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
、
学
生
証
や
年

金
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
手
続

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
は
済
み
ま
し
た
か

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
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　こ
と
し
は
３
会
場
で
議
会
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合
が

良
い
日
に
、
ぜ
ひ
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

５
月
１０
日
（
火
）

豊
浜
中
央
公
民
館

５
月
１１
日
（
水
）

大
野
原
中
央
公
民
館

５
月
１３
日
（
金
）

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

各
会
場
そ
れ
ぞ
れ

午
後
７
時
～
午
後
８
時
３０
分

３
月
議
会
の
協
議
内
容
や
結

果
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

議
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
３

―
手
話
が
で
き
る
市
民
を

　め
ざ
す
人
の
た
め
の
講
座
―

５
月
１１
日
（
水
）
～

　平
成
２４
年
２
月
１６
日
（
木
）

水
曜
日
（
指
定
日
の
み
）
と

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
３０

分
～
午
後
９
時
３０
分

入
門
課
程
＝
全
２４
回

基
礎
課
程
＝
全
３０
回

（
５
月
～
２
月
）

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

木
之
郷
町
（
旧
木
之
郷
幼
稚
園
）

市
内
お
よ
び
三
豊
市
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
満
１８
歳
以

上
で
、
聴
覚
障
が
い
者
を
理

解
し
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
希
望
す
る
人

２０
人
（
初
心
者
優
先
）

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
が
必
要
）

入
門
課
程
＝
５
、
２
５
０
円

基
礎
課
程
＝
１
、
９
７
０
円

４
月
２２
日
（
金
）
必
着

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

西
讃
ろ
う
あ
協
会

　
　
　
　Ｆ

２７

−

７
７
０
８

　秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル

ト
ン
市
に
青
少
年
ら
を
派
遣
し
、

交
流
を
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２７
日
（
水
）
～

　
　
　８
月
９
日
（
火
）
予
定

市
内
の
中
学
生
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
、
一
般

１０
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２５
万
円
程
度

５
月
１６
日
（
月
）
ま
で

秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　　ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
か
ら
来
る

青
少
年
ら
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　７
月
１４
日
（
木
）
～
２７
日
（
水
）

予
定

　（
１
週
間
の
受
け
入
れ
も
可
）

　５
月
３１
日
（
火
）
ま
で

　地
域
の
大
人
と
一
緒
に
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
役
立
つ
楽
し
い
体
験

を
し
ま
せ
ん
か
。

　四
季
折
々
に
合
わ
せ
た
行
事

を
取
り
入
れ
て
、
楽
し
く
学
ん

だ
り
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

　５
月
・
８
月
・
９
月
・
平
成

２４
年
３
月
の
休
日
（
年
間
４
回
）

平
成
23
年
度

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

受
講
者
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
を

　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

　
　
家
庭
を
募
集
し
ま
す

参
加
者
募
集

大
野
原
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

市
内
に
住
む
小
学
生
（
原
則

４
回
と
も
出
席
で
き
る
人
）

４０
人
程
度

４
月
８
日
（
金
）
か
ら 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

大
野
原
町
在
住
＝
無
料

大
野
原
町
外
在
住
＝
５
０
０
円

（
内
容
に
よ
り
、
費
用
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

大
野
原
地
区
青
少
年
育
成
会

教
育
総
務
課
大
野
原
分
室

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
２

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
３
３

　「
寛
永
通
宝
」
の
中
に
入
り
、

銭
形
化
粧
直
し
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具

は
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　抹
茶
の
接
待
も
あ
り
ま
す
。

　４
月
２９
日
（
祝
）
午
前
９
時
～

　銭
形
「
寛
永
通
宝
」
現
地

　６
回
目
を
迎
え
る
こ
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
は
、
桜
が
咲
く
風
景

の
中
を
歩
く
爽そ
う
か
い快
感
が
人
気
を

集
め
、
毎
年
多
く
の
参
加
が
あ

り
ま
す
。

　緑
の
木
々
や
桜
並
木
、
大
谷

池
な
ど
の
美
し
い
自
然
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
、
穏
や
か
な
春

の
散
歩
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん

か
。４

月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～

各
自
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
開
始

（
道
先
案
内
人
あ
り
）

大
野
原
萩
の
丘
公
園
事
務
所

前
駐
車
場
ス
タ
ー
ト

萩
の
丘
公
園
→
大
谷
池
遊
歩

道
→
五
郷
山
公
園
→
大
谷
池

遊
歩
道
→
萩
の
丘
公
園

１
周
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

申
し
込
み
は
不
要

萩
の
丘
公
園
事
務
所
（
月
曜

休
み
）

　☎
５４

−

２
８
０
１

春
季
銭
形
化
粧
直
し

桜
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

コ
ー
ス
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で
な
く
、
環
境
汚
染
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
廃
油
は
新
聞
紙

に
吸
収
さ
せ
る
か
、
固
め
る
な

ど
し
て
可
燃
ご
み
と
一
緒
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
事
業
所
か
ら
出
る
廃

油
は
、
産
業
廃
棄
物
回
収
業
者

に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　一
人
ひ
と
り
が
環
境
へ
の
意

識
を
高
め
て
ご
み
の
分
別
を
徹

底
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎
２５

−

２
６
９
８

　７
月
２４
日
の
デ
ジ
タ
ル
放
送

完
全
移
行
を
前
に
、
多
く
の
人

が
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る
と
思

い
ま
す
。

　テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾
燥

機
の
家
電
製
品
は
、
特
定
家
庭

用
機
器
再
商
品
化
法
（
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
）
に
よ
り
再
商
品

化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
が
義
務
付

　伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　４
月
１０
日
（
日
）

　伊
吹
島
北
端
の
断
崖
の
祠
ほ
こ
ら

に

祭
っ
て
い
る
不
動
尊
は
霊
験
あ

ら
た
か
で
、
そ
の
道
中
に
植
え

ら
れ
た
桜
は
絶
景
で
す
。
メ
ジ

ロ
な
ど
の
姿
も
見
ら
れ
、
自
然

を
満
喫
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　４
月
２３
日
（
土
）
（
旧
暦
３
月

２１
日
）
は
、
島
四
国
め
ぐ
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
四
国
霊
場
八
十

八
カ
寺
と
同
様
、
島
内
に
祭
ら

れ
る
８８
の
石
仏
に
手
を
合
わ
せ

て
お
参
り
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

と
伊
吹
島
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
約
２
時
間
で
回
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　航
路
は
臨
時
運
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
４
月
に
入
っ
て
決

定
し
ま
す
の
で
、
伊
吹
支
所
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　自
治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る

清
掃
作
業
（
井
手
さ
ら
え
）
で

出
た
土
砂
を
処
分
し
ま
す
。

　旧
観
音
寺
市
は
下
水
浄
化
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

大
野
原
町
と
豊
浜
町
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

搬
入
で
き
る
も
の

　用
排
水
路
の
清
掃
作
業
（
井

手
さ
ら
え
）
か
ら
生
じ
た
土
砂

類
の
み

産
業
廃
棄
物
に
な
る
よ
う
な

ビ
ニ
ー
ル
や
瓦
、
陶
器
類
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
（
空

き
缶
類
を
含
む
）
、
び
ん
類
、

木
材
類
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

井
手
さ
ら
え
土
砂
を
搬
入
す

る
団
体
（
自
治
会
な
ど
）
は

事
前
に
下
水
道
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
随
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

　下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

　最
近
、
廃
油
や
ご
み
な
ど
を

道
路
の
溝
や
排
水
路
へ
直
接
流

し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

雨
水
の
流
れ
を
悪
く
す
る
だ
け

伊
吹
島

瀧
宮
神
社
の
桜
ま
つ
り

伊
吹
島　
島
四
国
め
ぐ
り

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
廃
家
電
製

品
に
は
有
用
な
資
源
が
多
く
含

ま
れ
、
資
源
が
少
な
い
日
本
で

は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
貴

重
な
資
源
を
再
利
用
し
、
処
分

費
用
も
安
く
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
不
法
投
棄
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
資
源
を
無
駄
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
税
金
を
使
っ

て
回
収
や
処
分
を
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
犯

罪
で
す
。
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
な
ど
詳
し
く
は
電
気
店
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ごみの収集状況（2 月） （単位：トン）

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 806.16 782.65 △ 23.51

新　　聞 21.33 22.86 1.53

雑誌・ざつ紙 16.63 17.43 0.80

段ボール 13.82 13.70 △ 0.12

用
排
水
路
の
土
砂
を

　
　
　
　
処
分
し
ま
す

協
力
し
て
く
だ
さ
い

家
庭
内
で
出
た
ご
み
の
処
分

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
く
だ
さ
い

４
月
６
日（
水
）～
１５
日（
金
）

新
入
学（
園
）児
の
交
通
安
全
活
動

○
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
通
学
（
園
）
路
に
お
け
る
交
通

安
全
の
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
防
止
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　５
月
２９
日
（
日
）

　午
前
６
時
３０
分
出
発

　（
雨
天
決
行
）

　市
総
合
運
動
公
園
集
合
（
市

　立
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
受
付
）

　奈
良
県
天
理
市

　（
山
の
辺
の
道
約
７
キ
ロ
メ

　ー
ト
ル
と
奈
良
公
園
散
策
）

　市
内
在
住
の
人

　９０
人

　（
小
学
生
以
上
、
先
着
順
）

　タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

　具
な
ど

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
臓
の
働
き
に
つ
い

　て
／
腎
臓
病
に
使
わ
れ
る
お

　薬
に
つ
い
て

　４
月
２１
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

テ
ー
マ
／
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

　病
気
～
糖
尿
病
に
つ
い
て
知

　っ
て
み
よ
う
～＜

ま
っ
ぷ＞

　使
用

　４
月
１４
日
（
木
）

　午
後
６
時
～
午
後
７
時

　１０
人

男
性
の
調
理
教
室

テ
ー
マ
／
初
心
者
向
け
の
調
理

　実
習

　４
月
６
日
（
水
）

　午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

　１
回
６
０
０
円
（
当
日
集
金
）

　各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　
　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

　康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

　４
月
１７
日
（
日
）

　午
前
７
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

　財
田
川
河
川
敷
一
ノ
谷
コ
ー
ト

　１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

　男
女
年
齢
は
問
わ
な
い

　１
人
７
０
０
円
（
参
加
賞
、

　弁
当
、
お
茶
、
保
険
料
含
む
）

　４
月
８
日
（
金
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
４
１

　４
月
２９
日
（
祝
）

　午
前
８
時
受
け
付
け

　午
前
８
時
２０
分
出
発

　市
民
会
館
→
山
本
町
→
神
田

　小
学
校
→
琴
平
町
高た
か
と
う燈
籠ろ
う

　

　（
約
２２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

　具
な
ど

　１
人
２
０
０
円

　（
保
険
料
含
む
）

　４
月
１８
日
（
月
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　５
月
８
日
（
日
）

　

　午
前
８
時
２０
分
か
ら
受
け
付
け

　萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場

　

　個
人
戦

　市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　１
人
２
０
０
円

　（
保
険
料
含
む
）

　４
月
２２
日
（
金
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　大
人

　６
、
０
０
０
円
／
人

　小
学
生
５
、
５
０
０
円
／
人

　弁
当
（
お
茶
付
き
）
を
希
望

　す
る
人
は
、
６
０
０
円
を
添

　え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　４
月
２６
日
（
火
）
か
ら

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　代
理
申
し
込
み
の
場
合
は
、

　代
理
人
１
人
に
つ
き
５
人

　

　（
代
理
人
含
む
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

ス ポ ー ツ 行 事

月 　日 行　　　　　事

４／３
第６回一道会ジュニア選手権大会

８：３０～／市立総合体育館

３・１０・１７・２４
第８回連盟杯争奪軟式野球大会

９：００～／総合運動公園　ほか１会場

９
第４３回市老連ゲートボール大会

８：００～／総 合運動公園

１０

三観交流ソフトバレーボール大会

８：３０～／市立総合体育館

香川県民バスケットボール大会

９：００～／県立三豊体育館

１７

ＪＣカップ少年野球大会・

ＪＣカップ少年サッカー大会

９：００～／県立三豊体育館　ほか２会場

２３
観音寺市陸上競技選手権

９：００～／総合運動公園

２４

第６回観音寺バドミントン選手権大会

８：３０～／市立総合体育館

第３５回市長杯６人制女子バレーボール大会

９：００～／県立三豊体育館

２９・３０・

５／１・３・４・５

ちょうさ杯西日本高校サッカーフェスティバル

９：００～／総合運動公園

５／３
第４２回香川県選手権大会（新体操）

８：３０～／市立総合体育館

３・４・５
四国近県高校選抜ソフトテニス研修大会

８：００～／総合運動公園

８

第２６回暁星杯高校ソフトテニス大会

９：００～／総合運動公園

第７８回市内卓球リーグ戦

８：３０～／市立総合体育館

８・１５・２２・２９
平成２３年度体協旗争奪春季軟式野球大会

９：００～／総合運動公園

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

「
第
１０
回
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

参
加
者
募
集

第
36
回
市
民
健
脚
大
会

（
２
０
１
１
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会
）

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

　
「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ⅰ

　５
月
１０
日
～
６
月
９
日

　毎
週
火
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

　３０
分

　８０
人

　４
月
１９
日
（
火
）
か
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
Ⅰ

　無
理
を
し
な
い
動
き
で
、
初

心
者
に
や
さ
し
く
楽
し
い
運
動

で
す
。
体
を
引
き
締
め
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
効
果
的
で
す
。

５
月
１１
日
～
６
月
２９
日

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
１１
時
～
正
午

　３０
人

　４
月
２０
日
（
水
）
か
ら

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ⅰ

　５
月
１３
日
～
７
月
１
日

毎
週
金
曜
日
（
全
８
回
）

　午
前
１０
時
～
正
午

　３０
人

　４
月
２２
日
（
金
）
か
ら

県
立
三
豊
体
育
館

一
般
男
女
（
初
心
者
歓
迎
）

無
料　県

立
三
豊
体
育
館

　
　
　
　☎

２７

−

８
６
２
４

３
・
１０
・
１７
・
２４
日

中
部
保
育
園

９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児

３
歳
児
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

３
歳
児
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

１
週
間
前
ま
で

中
部
保
育
園

　
　
　
　☎

２５

−

８
３
５
９

　県
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
身
体
障
が
い
者
等
に
対
し

て
、
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
２３

年
度
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に

つ
い
て
、
出
張
受
け
付
け
を
し

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　４
月
１１
日
（
月
）、
１８
日
（
月
）

　５
月
１６
日
（
月
）

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　（
香
川
県
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

　３
月
末
日
の
自
動
車
の
所
有

名
義
が
、
身
体
障
が
い
者
本

人
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
要
件

な
ど
は
、
必
ず
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

　☎
０
８
７

−

８
０
６

−

０
３
１
４

　
　
　
　
　５
月
１５
日
（
日
）

昭
和
６２
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
を
卒
業
し

た
人
、
お
よ
び
同
等
の
資
格

を
有
す
る
人
（
平
成
２３
年
９

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

４
月
８
日
（
金
）
ま
で

坂
出
海
上
保
安
署

☎
０
８
７
７

−

４
６

−

５
９
９
９

高
松
海
上
保
安
部

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

７
０
１
３

　
　
　
　
　６
月
１２
日
（
日
）

昭
和
５７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
（
平
成
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

は
、
大
学
を
卒
業
（
平
成
２４

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
同
等
の
資
格
を
有
す

る
人
）

県
立
三
豊
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

　４
月
１４
日
（
木
）
ま
で

　人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/

　
sa

iy
o
/sa

iy
o
.h

tm

　筆
記
試
験
等
５
月
７
日
（
土
）、

８
日
（
日
）

集
団
面
接
５
月
中
下
旬

昭
和
５６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
等

４
月
１５
日
（
金
）
ま
で

香
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
７
１
２

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.k
a
g
a
w

a
.

lg
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/jin
jii/sa

iy
o
u

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

　
　
　５
月
１４
日
（
土
）

２２
歳
以
上
２６
歳
未
満

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　
　
　５
月
１４
日
（
土
）

　２０
歳
以
上
３０
歳
未
満

一
般
曹
候
補
生

　
　
　５
月
２１
日
（
土
）

　１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　５
月
６
日
（
金
）
ま
で

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

　　４
月
１４
日
（
木
）

　午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　香
川
県
弁
護
士
会
館

　（
高
松
市
丸
の
内
２

−

２２
）

　面
談
に
よ
る
相
談

　（
１
枠
３０
分
以
内
）

　電
話
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　無
料

　４
月
８
日
（
金
）
ま
で

　香
川
県
弁
護
士
会

　電
話
予
約
が
必
要

　
　香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

４
月
１３
日
（
水
）
～
１５
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

４
月
１２
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　
　
　
無
料
法
律
相
談

就
農
相
談
窓
口
の
設
置

出
張
受
け
付
け
を
し
ま
す

身
体
障
が
い
者
な
ど
の

　
自
動
車
税
減
免
申
請

平
成
２３
年
度
海
上
保
安
学
校

学
生
採
用
試
験（
１０
月
入
学
）

日
曜
保
育

第
一
次
試
験

平
成
23
年
度

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

第
一
次
試
験

平
成
２３
年
度
警
察
官
採
用

　
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

第
一
次
試
験

平
成
２３
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

一
次
試
験

一
次
試
験

一
次
試
験
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図書館だよりLibrary News
４月から大野原・豊浜図書館も、祝日も開館します。　
休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　４・１１・１８・２５日

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

　　　　　 大野原図書館行事予定
★おはなし�会  9日（土）　午後２時～午後３時

 豊浜図書館行事予定
★工作教室��

★おはなし�会

★豊浜図書館オリジナルし�おりの配布

★読み聞かせにおすすめユニーク絵本の展示

★おひざに抱っこのおはなし�会（乳幼児とその保護者対象）

 2日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　どうぶつぼうし�をつくろう！
16日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　絵本「ぼくのいえにけがはえて」ほか

23日（土）～（無くなり次第終了）

23日（土）～５月12日（木）

26日（火）午前10時～午前10時40分

「こどもの読書週間」コーナー

「有機・無農薬　野菜が甘く育つ土づくりパート２」
出版：学研パブリッシング

家庭菜園でのおいし�い野菜作りに
役立ててください。

 

４月23日から５月12日は「こどもの読
書週間」です。この機会にお気に入り
の１冊を見つけてみませんか。

今月のおすすめ本

 2日（土）　　午後１時30分～午後２時10分
23日（土）　午後１時30分～午後２時10分
15日（金）　午後１時30分～
　　　　　折口信夫著　死者の書（中公文庫）

★おはなし�会

★つぼみ愛書会４月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（３月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,815 人

30,689 人

33,126 人

23,400 世帯

　ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
開

発
途
上
国
の
人
と
相
互
理
解
を

図
り
な
が
ら
活
動
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

４
月
２４
日
（
日
）

午
後
３
時
３０
分
か
ら

ア
イ
パ
ル
香
川

第
４
・
５
・
６
会
議
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

○

青
年
海
外
協
力
隊

平
成
２３
年
５
月
１６
日
現
在
で

満
２０
歳
か
ら
満
３９
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
人

○

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
２３
年
５
月
１６
日
現
在
で

満
４０
歳
か
ら
満
６９
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
人

５
月
１６
日
（
月
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募

書
類
を
左
記
に
郵
送

〒
１
５
０

−

０
０
１
２

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
４

−

２

−

２４
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
内

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
選
考
窓
口

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

８
８
２
４

５
月
３
日
（
祝
）、
４
日
（
祝
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
丸
亀
市
役
所
内
）

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
、
小
・

中
学
生
の
人
権
作
品
展
示
ほ
か

丸
亀
市
人
権
課

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

８
８
１
１

　　観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　☎
２５

−

０
１
１
０

　安
心
で
安
全
な
生
活
を
確
保

し
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
！

○
暴
力
団
に
協
力
し
な
い
！

○
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
！

　事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
、
社
会
全
体
で
暴
力

団
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

○

高
齢
の
母
が
、
訪
問
販
売
で

２０
万
円
も
す
る
布
団
を
買
っ

た
が
、
価
格
相
応
の
物
に
は

到
底
見
え
な
い
の
で
何
と
か

し
た
い

○

認
知
症
の
父
が
、
必
ず
も
う

か
る
と
言
わ
れ
、
多
額
の
未

公
開
株
や
換
金
困
難
な
外
国

通
貨
を
購
入
し
て
い
た

な
ど
、
高
齢
者
の
契
約
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
一
人
暮
ら
し
や
昼

間
に
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い

る
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
海
外
宝
く
じ
や
投
資
話

な
ど
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　高
齢
者
が
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
家
族
な
ど
周
囲
の

人
が
日
ご
ろ
か
ら
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
判
断
力
が
不

十
分
な
場
合
は
、
成
年
後
見
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

平
成
23
年
度
春
募
集

高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ア
２
０
１
１

　
　
ｉ
ｎ
お
城
ま
つ
り

４
月
１
日
施
行

香
川
県
暴
力
団
排
除
推
進
条
例
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林
野
火
災
の
防
止

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１３日（水）・２７日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 ８日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１４日（木）午前

　１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜	 １２

日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　２０日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所
家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日

午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室
母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日

午前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室
児童相談　☎２３−３９５７　 　１３日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約
行政相談　☎２３−３９１５　 　１５日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家
家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日

午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部
法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１２日（火）・

２６日（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る
心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　７日（木）・２１日（木）

午前１０時～正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−
　　１２１２　　５日（火）・１９日（火）午前１０時～正午　豊浜福

祉会館老人娯楽室
ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律

相談日を除く毎日午後１時～午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る
身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  ７日（木）・２１日（木）午前

１０時～正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　７日（木）午前１０時～正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる
さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

　６日（水）午前９時３０分～午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳～おおむね３９歳
の人とその家族　無料
福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を

除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会
少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を

除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター
理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１７日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター
市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

2
28

火
災

救
急

４
５
９
件

８
件

講

時 所

は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶

対
に
し
な
い
、
た
き
火
の
後
の

消
火
は
必
ず
確
認
す
る
、
な
ど

最
低
限
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　林
野
で
の
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　　
火
災

救
急

２月１日～２８日（敬称略）

香典返し

材木　勇　＝
角崎　巧　＝
柴川　博　＝
美藤　忠史＝
石原　裕也＝
多田　勝美＝
大西　秀明＝
白川　義宏＝
髙橋　房子＝
秋山眞喜雄＝

琴浪町一丁目
有 明 町
池之尻町
柞 田 町
本 大 町
新 田 町
観音寺町
吉 岡 町
坂本町五丁目
柞 田 町

　林
野
火
災
は
、
春
先
を
中
心

に
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
時
季
に
降
雨
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く

中
で
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、

山
菜
採
り
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
む
入
山
者

が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　地
理
的
・
地
形
的
条
件
か
ら
、

林
野
火
災
は
消
火
活
動
が
非
常

に
困
難
で
、
乾
燥
や
強
風
等
の

気
象
条
件
が
加
わ
る
と
、
焼
損

面
積
が
広
範
囲
に
及
ぶ
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
一
度
焼
失
し
た

森
林
は
、
再
生
す
る
ま
で
に
長

い
年
月
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

保
水
力
が
低
下
し
、
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
崩
れ

な
ど
の
自
然
災
害
を
誘
発
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　失
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
入
山
す
る
人

一般寄付

大西千津子＝

吉田　正男＝
門脇医院

岡田　平　＝

柞 田 町

三本松町二丁目

村 黒 町

（受章記念として）

チャイルドシート寄付

４月の納税・納付
固定資産税・都市計画税（１期・全期）

納期限　５月２日（月）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用し�てください。
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４

４

月

水土 木

１４　　			１５金木

松山競輪S級シリーズ
場外

高松競輪S級シリーズ
場外

１１　 	１２ 　	１３月 水火

２３　													　 ２４　２５　２６

　　西武園競輪開設61周年記念
場外 　　別府競輪開設61周年記念

場外

２９　	３０　	５/１							２祝 月土 火月 土

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

駅前ポケットパーク
　駅前ポケットパークは観音

寺駅の正面にあり、完成した

のは平成１６年です。

　駅前の小さな公園ですが、

観音寺市の名所案内看板や円

形ベンチがあり、ちょっとし

た憩いの場になっています。春先には、ピンクのシバザクラ

が一斉に花開き、公園を鮮やかに演出します。　　

都市整備課公園緑地係　☎23−3918

日

高知競輪S級シリーズ
場外

２　　		３　　	４土 月日

第26回共同通信社杯春一番
（武雄競輪）場外

７　８　９　１０木 日金 土

２０　　			２１　　	２２金

第１回FⅡ 銭形くんカップ川崎競輪開設62周年記念
場外

１６		１７		１８		１９火日 月

日

あぶあぶひろば

のびのび教室��

いき ぴよぴよクラブ

  茶話会

シニアエアロビクス

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:30～11:30

10:00～12:00

13:30～15:00

13:30～15:30

ふれあい広場

若返り教室��
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき はつらつ会

健康栄養相談

もぐもぐレッスン

ポリオ

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

ふれ

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

ふれあい広場

１歳6カ月児健診

若返り教室��

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

いき はつらつ会

ポリオ
9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 14:00

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

はつらつ会

ポリオ
9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 14:30

いき ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室��

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00
ふれ

ぴよぴよクラブ

ポリオ
9:30～11:30

13:30～14:30

健康栄養相談

育児相談

のびのび教室

ふれあい広場

ポリオ

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:30

13:30～14:30

ふれ

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

１０カ月児相談

13:30 ～ 14:00

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

保

共福

いき

いきかもだ内科クリニック

浪越歯科医院

ヤマニ薬局

ひまわり調剤薬局三豊

坂本町　☎23－4976

仁尾町　☎82－5555

昭和町　☎23－0502

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

いき

豊福

細川整形外科医院

中島歯科医院

いずみや調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

植田町　☎25－4290

観音寺町（七間橋）☎25－3069

出作町　☎25－4407

豊浜町　☎56－3260

医

歯

薬

三野小児科医院

つづき歯科医院

石川薬局

第健調剤薬局

吉岡町　☎25－7788

高瀬町　☎72－5240

観音寺町（柳）☎25－3884

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

（旧観音寺市 H23 年1月生まれ）
保

松井病院

高田歯科医院

きづな調剤薬局

ケイ・アイ薬局

村黒町　☎23－2111

観音寺町（七間橋）☎25－3308

村黒町　☎24－4976

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

保

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室��
常磐総合コミュニティセンター
市民会館第４会議室��
伊吹公民館
愛育会行事

いき

いき

育児相談

あぶあぶひろば

プレママ広場

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ぴよぴよクラブ

ポリオ

筋力つけんな～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

愛 常

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
H22 年 6月7月生まれ）

いき

保

いき

ふれ

共福

ぴよぴよクラブ

健康相談
9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

いき はつらつ会

ひまわりの会
9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

いき

保 豊福 保

豊福

いき

保

（旧観音寺市 H22 年 6月生まれ）

保

（旧観音寺市 H21年 9月生まれ）
保

市会

市会

保

ふれあい広場

さわやか栄養教室��
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00
いき

ふれ

ふれ

森内科医院

こぐま薬局

快生堂豊浜調剤薬局

八幡町　☎25－7363

八幡町　☎56－0001

豊浜町　☎56－3260

医

薬

伊

伊


